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≪抄録≫
　目的：小児看護における QOL に着目して文献検討を行い、小児と家族への QOL の支援に対する示
唆および今後の研究課題を見出すことを目的とした。
　方法：小児看護のQOLに関する文献を、「医学中央雑誌Web（ver.５）」、「最新看護索引Web」、「CiNii」
から検索した。検索式：（小児看護 and 生活の質 /QOL and 小児 and 家族）により、原著論文・研究
報告から文献を選んだ。
　結果・考察：論文 38 編を対象とした。研究方法は、文献 38 編中で、「質的研究」19 編（50.0％）、
「量的研究」13 編 (34.2％ )、「質的・量的研究」４編（10.5％）であった。文献検討は２編（5.3％）
であった。研究対象の小児の疾患はさまざまで、幅広い疾患が対象とされていた。QOL 評価の文献
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Ⅰ．研究の背景
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表１　文献リスト
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QOL の 評 価 の 調 査 表 で は、KINDLR（der 
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